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第Ⅳ章 資料編 

1．調査の概要 

1.1 地点ごとの集計結果（飛島西海岸） 
(1) 地点 1 

第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.1-1、図 1.1-2 に示す。 

当海岸（地点 1）は、第 2回調査（2007 年 12 月）にはプラスチック類や流木･潅木が多

かったが、第 4回調査（2008 年 4 月）、第 5回目（2008 年 5 月）、第 6回目（2008 年 9 月）

には海藻が多くなった。どの回も自然系が 1/3 から 2/3 を占めていた（上段）。 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。その結果は、プラスチック類の占める割合が第 2回調査では高かったが、第 5回

調査および第 6 回調査ではガラス・陶磁器類が約 2/3 となった。また、重量比率で流木･

潅木が約 1/3 から 1/4 漂着するのも特徴であった（中段）。 

更に、自然系である流木･潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されていな

いため、海藻以外に流木･潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。その結果は、

プラスチック類の占める割合が第 2回調査の重量比率で約 80％、第 4回調査でも約 1/2 と

なったが、第 5回調査および第 6回調査ではガラス・陶磁器類が約 80～90％となった（下

段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計重量 

(全量) 
9%

7%

23%
54%

24.1㎏/100m2  

 

47%
10%

9%

14%

15%

15.9㎏/100m2

 

56%

12%

29%

3.0㎏/100m2

 

44%

8%

18%

30%

3.1㎏/100m2

 

24%

5%
9%19%

8%

35%

9.2㎏/100m2  

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

9%

7%

24%
56%

23.5㎏/100m2  

 
17%

18%
9%

27%

29%

8.4㎏/100m2  

7%

26%

67%

1.3㎏/100m2  

32%

14%

54%

1.7㎏/100m2  

10%

7% 12%

25% 46%

7.0㎏/100m2  

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 83%

11%

15.7㎏/100m2

 

 
16%

32%
52%

4.7㎏/100m2  

90%

10%

1.0㎏/100m2  

20%

80%

1.2㎏/100m2  

19%

11%

70%

4.5㎏/100m2  

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-1 重量比率（地点 1） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計容量 

(全量) 36%

14%

45%

101.6L/100m2  

 

47%
19%

14%

13%

93.4L/100m2

16%

72%

8%

11.3L/100m2

65%

27%

27.5L/100m2

22%

7%
29%

36%

46.8L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 
46%

43%

86.9L/100m2  

 

10%

25%

37%

24%

50.1L/100m2

29%57%

14%

3.3L/100m2

11%

11%

77%

9.8L/100m2

54%

7%

19%

17%

78.6L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 89%

10%

42.0L/100m2  

 

10%

25%

65%

20.0L/100m2

66%

33%

1.4L/100m2

46% 48%

2.3L/100m2

7%
14%

79%

13.2L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-2 容量比率（地点 1） 
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(2) 地点 2 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.1-3、図 1.1-4 に示す。 

当海岸（地点 2）は、第 2回調査には海藻が少ないが、第 4～6回調査には海藻が多くな

った（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、プラス

チック類の占める割合が第 2 回調査の重量比率では約 1/4、第 4 回調査では約 1/3、第 5

回調査では約 3/4 となった。また、冬季を挟んだ第 2回目および第 4回目は、流木･潅木の

重量比率が半数を超えた（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で自然系である海藻、流木･潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）

で比較を行った。その結果、プラスチック類の占める割合が第 2～5回調査では約 60～80％

を占めたことから、人工物のほとんどがプラスチック類、季節によってはガラス・陶磁器

類である海岸と考えられる（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計重量 

(全量) 
12%

10%

7%
27%

19%

24%

11.4㎏/100m2  

 

72% 7%

8%

11%

39.3㎏/100m2

87%

10%

15.0㎏/100m2

54%
24%

8%

13%

6.1㎏/100m2

64%
8%

10%

12%

14.4㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

31%

8%

11%
21%

28%

10.0㎏/100m2  

 

25%

8%
28%

34%

11.4㎏/100m2

7%

7%
8%

78%

1.9㎏/100m2

17%

29%

51%

2.9㎏/100m2

23%

26%
10%

34%

5.2㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 17%

24%

57%

4.8㎏/100m2  

 

16%

76%

5.3㎏/100m2

7%
9%

84%

1.7㎏/100m2

7%

35%

58%

1.4㎏/100m2

65%

10%

20%

2.6㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-3 重量比率（地点 2） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計容量 

(全量) 27% 32%

27%

35%

78.3L/100m2  

 

16%

10%

11%

62%

209.8L/100m2

73%

25%

55.3L/100m2

50%

7%

36%

49.4L/100m2

54%

7%

19%

17%

78.6L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

45%

33%

14%

56.9L/100m2  

 
28%

43%

25%

81.1L/100m2

7%

90%

15.3L/100m2

10%

15%

72%

24.9L/100m2

48%
44%

35.6L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

8%
6%

84%

30.0L/100m2  

 

89%

26.0L/100m2

96%

14.1L/100m2

11%

35% 54%

6.9L/100m2

7%

84%

15.4L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-4 容量比率（地点 2） 
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(3) 地点 3 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.1-5、図 1.1-6 に示す。 

当海岸（地点 3）は、各回とも海藻の割合が高くなった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、第 2回

調査の重量比率でプラスチック類が多かったが、第 4 回調査および第 5 回調査では流木･

潅木が、第 6回調査では金属類が多くなった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で自然系である海藻、流木･潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）

で比較を行った。その結果、プラスチック類の占める割合が第 2～5回調査において約半分

～80％を占めたことから、人工物のほとんどがプラスチック類である海岸と考えられる（下

段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計重量 

(全量) 
45%

5% 6%

41%

4.3㎏/100m2  

 
16%

20%

7%

56%

6.8㎏/100m2

84%

6%

42.7㎏/100m2

15%
14%

64%

27.6㎏/100m2

56%
25%

8%

6%

16.3㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

11%

9%

75%

2.4㎏/100m2  

 

16%

45%
37%

3.0㎏/100m2

39%

5%

15%
16%

25%

7.3㎏/100m2

77%

16%

23.6㎏/100m2

57%
6%

18%

14%

7.3㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

12%

82%

2.1㎏/100m2  

 

29%

66%

1.7㎏/100m2

11%

35%

53%

3.2㎏/100m2

28%

16%

54%

1.7㎏/100m2

18%

24%

56%

1.7㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-5 重量比率（地点 3） 



 

Ⅳ
-
1
1

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計容量 

(全量) 30%

11%

55%

33.4L/100m2  

 

35%

33%

25%

6%

53.2L/100m2

8%

19%63%

107.8L/100m2

15%

35%

42%

90.7L/100m2

42%

20%

19%

12%

57.0L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

8%

67%
24%

15.1L/100m2  

 

39%
50%

9%

34.6L/100m2

14%

11%

22%

51%

43.1L/100m2

50% 41%

77.4L/100m2

7%

9%

51%

31%

34.0L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

26%

73%

13.9L/100m2  

 
18%

78%

17.2L/100m2

37%

55%

15.5L/100m2

12%

17%
50%

21%

6.8L/100m2

15%

17%

63%

10.7L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-6 容量比率（地点 3） 
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(4) 地点 4 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.1-7、図 1.1-8 に示す。 

当海岸（地点 4）は、各回とも海藻の割合が高くなった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、第 2～4

回調査の重量比率から見るとプラスチック類多くなったが、第 6回目はその他の人工物（材

木）の割合も高かった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で自然系である海藻、流木･潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）

で比較を行った。その結果、プラスチック類の占める割合が各回とも約 1/3～4/5 を占めた

ことから、人工物のほとんどがプラスチック類である海岸と考えられる（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計重量 

(全量) 
48%

15%

26%

24.1㎏/100m2  

 

48%

8%
11%

30%

31.5㎏/100m2

89%

8%

13.6㎏/100m2

79%

8%
6%

64.0㎏/100m2

66% 8%

15%

26.7㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
29%

52%

12.5㎏/100m2  

 

15%

22%

57%

16.7㎏/100m2

8%

22%

69%

1.6㎏/100m2

40%

29%24%

13.1㎏/100m2

14%

9%

24%

46%

8.8㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

6%
8%

78%

8.2㎏/100m2  

 

20%

73%

13.1㎏/100m2

24%

75%

1.4㎏/100m2

38%
52%

9.8㎏/100m2

19%

12% 64%

6.5㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-7 重量比率（地点 4） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計容量 

(全量) 
49%

13%

32%

111.7L/100m2  

 

28%

54%

14%

180.0L/100m2

82%

14%

27.8L/100m2

85%

6%
6%

308.5L/100m2

70% 9%

17%

125.6L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

26%

63%

57.9L/100m2  

 

61%

30%

82.4L/100m2

12%

8%

79%

5.1L/100m2

6%
14%

36% 41%

48.0L/100m2

30%

57%

38.7L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

6%

87%

40.9L/100m2  

 
6%

88%

57.4L/100m2

10%

89%

4.5L/100m2

9%

22%

64%

30.1L/100m2

82%

7%

26.6L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-8 容量比率（地点 4） 
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(5) 地点 5 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.1-9、図 1.1-10 に示す。 

全量からみると、第 2、6回調査には海藻が少ないが、第 4、5回調査には海藻が多くな

った（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、第 2回

調査以外は、プラスチック類が少なく、ガラス・陶磁器類の割合が高くなった。また、第

6回調査では潅木の割合が高くなった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で自然系である海藻、流木･潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）

で比較を行った。その結果、第 2回調査はプラスチック類が、それ以降はガラス・陶磁器

類の占める割合が高い海岸である（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計重量 

(全量) 22%

24%

40%

3.5㎏/100m2  

 

29%

17%7% 12%

32%

4.8㎏/100m2

81%

15%

2.3㎏/100m2

24%

60%

11%

11.8㎏/100m2

29%

40%

17%

8%

4.5㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
6%

25%

24%

42%

3.3㎏/100m2  

 
10%

25%

18%

43%

3.2㎏/100m2  

11% 11%

78%

0.4㎏/100m2  

15%

79%

9.0㎏/100m2  

10%
60%

18%

9.4L/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
9%

33%

55%

2.5㎏/100m2  

 

28%

65%

2.1㎏/100m2

87%

13%

0.4㎏/100m2

11%
19%

70%

1.9㎏/100m2

14%

56%

25%

1.4㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-9 重量比率（地点 5） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6)  

集計容量 

(全量) 

11%

39%

30%14%

22.7L/100m2  

 

30%

7%

54%

25.5L/100m2

76%

9%

12%

6.7L/100m2

75%

18%

57.0L/100m2

58%

7%

25%

22.4L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

34%
47%

13%

19.5L/100m2  

 

7%

14%

66%

8%

11.9L/100m2  

37%

49%

14%

1.7L/100m2  

7%

7%

13%

73%

14.0L/100m2

10%
60%

18%

9.2L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 6%
64%

24%

6%

10.4L/100m2  

 

26%

53%

16%

3.2L/100m2

72%

27%

0.8L/100m2

48%

26% 25%

3.8L/100m2

10%

14%

26% 46%

3.6L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.1-10 容量比率（地点 5） 
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1.2 地点ごとの集計結果（赤川河口部） 
(1) 地点 1 

第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-1、図 1.2-2 に示す。 

当海岸（地点 1）は、第 2、4 回調査には流木や潅木が多いが、第 5、6 回調査には潅木

が多く、両方をあわせた自然系で 7割以上となった（上段）。 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。その結果、上記の傾向と同様であった（中段）。 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。その結果、

第 2、4回調査は、材木などのその他の人工物が約 2/3 を占め、第 5、6回はプラスチック

類の占める割合が高くなった（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
57% 34%

6%

74.1㎏/100m2  

 

43%

27%

17%

7%

78.3㎏/100m2  

6%

78%

11%

8.3㎏/100m2  

7%

84%

4.2㎏/100m2  

46%

34%

11%

5%

33.0㎏/100m2  

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
57% 34%

6%

74.1㎏/100m2  

 

43%

27%

17%

7%

78.3㎏/100m2

 

6%

78%

11%

8.3㎏/100m2  

7%

84%

4.2㎏/100m2  

46%

34%

11%

5%

33.0㎏/100m2  

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
66% 9%

18%

6.4㎏/100m2  

 

58%

15%

24%

23.5㎏/100m2  

67%

15%

17%

1.3㎏/100m2  

25%

46%

26%

0.7㎏/100m2  

57%

14%

25%

6.4㎏/100m2  

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-1 重量比率（地点 1） 



 

I
-2
0

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
50%

44%

191.2L/100m2  

 
10%

28%

19%40%

363.5L/100m2

85%

10%

48.6L/100m2

5%

90%

32.1L/100m2

37%

40%

12%

8%

127.1L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

15%

66%

16%

90.4L/100m2  

 

33%

15%

13%

38%

288.9L/100m2

12%

84%

34.4L/100m2

10%

89%

19.3L/100m2

8%

12%

40%

37%

126.7L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
5%

6%

36%

46%

12.6L/100m2  

 

8%

57%

31%

117.2L/100m2

18%

77%

6.2L/100m2

11%

51%
35%

3.4L/100m2

55%

7%

34%

27.9L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-2 容量比率（地点 1） 
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(2) 地点 2 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-3、図 1.2-4 に示す。 

当海岸（地点 2）は、第 4 回調査には流木や潅木が多いが、第 2、5、6 回調査には潅木

が多く、両方をあわせた自然系で約 8割となった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、上記の

傾向と同様であった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較

を行った。その結果、第 4回調査は、材木などのその他の人工物が約 2/3 を占め、第 2、5、

6回はプラスチック類の占める割合が高くなった（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
15%

63%

15%

27.9㎏/100m2  

 

55%

23%

14%

7%

85.0㎏/100m2

9%

75%

11%

2.9㎏/100m2

12%

85%

2.0㎏/100m2

45%

34%

12%

8%

23.6㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

15%

63%

15%

27.9㎏/100m2  

 

55%

23%

14%

7%

84.6㎏/100m2

9%

75%

11%

2.9㎏/100m2

12%

85%

2.0㎏/100m2

46%

33%

8%

12%

23.5㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 68%

21%

4.5㎏/100m2  

 

62%

30%

19.1㎏/100m2

69%

11%

18%

0.5㎏/100m2

13%

77%

0.3㎏/100m2

53%

39%

4.9㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-3 重量比率（地点 2） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
15%

66%

16%

90.4L/100m2  

 

33%

38%

12%

15%

293.2L/100m2

12%

84%

34.4L/100m2

10%

89%

19.3L/100m2

26%

49%

9%

14%

87.5L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

15%

66%

16%

90.4L/100m2  

 

33%

15%

13%

38%

288.9L/100m2

12%

84%

34.4L/100m2

10%

89%

19.3L/100m2

27%

48%

10%

14%

86.6L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 77%

17%

13.9L/100m2  

 

44% 52%

83.3L/100m2

14%

78%

1.3L/100m2

8%

84%

2.4L/100m2

39%
57%

20.2L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-4 容量比率（地点 2） 
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(3) 地点 3 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-5、図 1.2-6 に示す。 

当海岸（地点 3）は、第 4 回調査には流木や潅木が多いが、第 2、5、6 回調査には潅木

が多く、両方をあわせた自然系で約 8割となった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、上記の

傾向と同様であった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較

を行った。その結果、第 4回調査は、材木などのその他の人工物が約半分を占め、第 2、5、

6回はプラスチック類の占める割合が高くなった（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
85%

8%
6%

20.7㎏/100m2  

 

39%

42%

11%

52.3㎏/100m2

73%

9%

10%

10.2㎏/100m2

6%

15%58%

17%

4.4㎏/100m2  

24%

56%

6%

10%

17.6㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 85%

8%
6%

20.7㎏/100m2  

 

40%

43%

11%

51.5㎏/100m2

73%

9%

10%

10.2㎏/100m2

16%

18%

60%

4.2㎏/100m2  

24%

57%

6%
10%

17.4㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
7%

41%
50%

3.2㎏/100m2  

 
19%

13%
62%

9.2㎏/100m2

6% 8%

43%39%

2.2㎏/100m2

9%

46%
41%

1.7㎏/100m2

10%

30%

55%

3.3㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-5 重量比率（地点 3） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
85%

7%
8%

72.0L/100m2  

 

26%

54%

15%

269.7L/100m2

84%

10%

62.7L/100m2

6% 11%

78%

42.5L/100m2

16%

66%

12%

89 4L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 86%

7%
7%

71.9L/100m2  

 

27%

55%

15%

263.0L/100m2

84%

10%

62.7L/100m2

12%

83%

40.1L/100m2

16%

67%

13%

87 5L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
47% 46%

11.1L/100m2  

 

84%

10%

47.8L/100m2

15%

20%

60%

9.2L/100m2

70%

20%

6.8L/100m2

18%

74%

15.0L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-6 容量比率（地点 3） 
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(4) 地点 4 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-7、図 1.2-8 に示す。 

当海岸（地点 4）は、各回調査ともに潅木が多く、流木と潅木の両方をあわせた自然系

で約 7割となった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、上記の

傾向と同様であった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較

を行った。その結果、第 4回調査は、材木などのその他の人工物が約 2/3 を占め、第 2、5、

6回はプラスチック類の占める割合が高くなった（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
9%

62%

10%

17%

22.3㎏/100m2  

 

21%

42%

21%

12%

32.3㎏/100m2

9%

82%

7.8㎏/100m2

12%

19%

63%

4.1㎏/100m2

13%

54%

14%

14%

13.3㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

9%

63%

10%

17%

22.1㎏/100m2  

 
21%

43%

22%

13%

31.2㎏/100m2

82%

5%
9%

7.8㎏/100m2

12%

19%

63%

4.1㎏/100m2

13%

55%

15%

14%

13.0㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
60%

33%

6.4㎏/100m2  

 

61%

35%

11.4㎏/100m2

7%

10%

29%

51%

1.4㎏/100m2

12%

33%
52%

1.5㎏/100m2

6%

47% 45%

4.1㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-7 重量比率（地点 4） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
22%

64%
6%

79.3L/100m2  

 
7%

16%

47%

12%

18%

166.2L/100m2

93%

6%

76.1L/100m2

11%

83%

27.2L/100m2

9%

63%

8%

16%

89 8L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

5%

66%
6%

22%

78.1L/100m2  

 
18%

50%

13%

19%

155.2L/100m2

93%

6%

76.1L/100m2

11%

83%

27.2L/100m2

9%

66%

8%

16%

67 3L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 76%

21%

23.2L/100m2  

 

59%
40%

51.3L/100m2

74%

17%

6.5L/100m2

22%

14%

60%

4.9L/100m2

32%

64%

17.2L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-8 容量比率（地点 4） 
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(5) 地点 5 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-9、図 1.2-10 に示す。 

当海岸（地点 5）は、第 4回調査には流木が多いが、第 2、5、6回調査には潅木が多く、

両方をあわせた自然系で約 6～9割となった（上段）。 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。その結果、上記の

傾向と同様であった（中段）。 

更に、地点 1と同様の理由で海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較

を行った。その結果、各回調査ともは、プラスチック類の占める割合が高くなった（下段）。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
61%

38%

33.3㎏/100m2  

 

45%

28%

6%

16%

14.1㎏/100m2

10%

82%

5.7㎏/100m2

11%

80%

2.5㎏/100m2

12%

56%

29%

11.1㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
61%

38%

33.3㎏/100m2  

 

45%

29%

6%

16%

14.0㎏/100m2

10%

82%

5.7㎏/100m2

11%

80%

2.5㎏/100m2

12%

56%

29%

11.1㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
97%

13.2㎏/100m2  

 

60%15%

23%

3.7㎏/100m2

8%

6%

20%

12%

49%

0.5㎏/100m2

8%

9%
56%

20%

0.5㎏/100m2

6%

88%

3.6㎏/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-9 重量比率（地点 5） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
72%

28%

99.0L/100m2  

 

23%

55%

17%

79.7L/100m2

6%

91%

47.2L/100m2

8%

87%

23.6L/100m2

8%

72%

18%

49 9L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 
72%

28%

99.0L/100m2  

 
23%

56%

18%

77.9L/100m2

6%

91%

47.2L/100m2

8%

87%

23.6L/100m2

8%

73%

18%

49 5L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 98%

28.5L/100m2  

 

85%

10%

16.5L/100m2

6%

7%

8%

9%

65%

1.8L/100m2

5%

5%

5%

16%

66%

2.8L/100m2

5%

91%

9.9L/100m2

 

凡例

紙類

布類その他の
人工物

自然系
(潅木)

自然系
(流木)

自然系
(海藻)

金属類 ガラス・
陶磁器類

発泡スチ
ロール類

ゴム類

プラス
チック類

自然系
(死骸)

     

図 1.2-10 容量比率（地点 5） 
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